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先
日
、
学
生

担
当
委
員
会
事

務
局
に
一
本
の

電
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
声
の
主
の
男
性
は
、
「
学

生
時
代
に
参
加
し
た
Ｙ
Ｈ
Ｃ
（
天
理
教

青
少
年
ひ
の
き
し
ん
キ
ャ
ン
プ
）
の
写

真
は
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
お

尋
ね
の
写
真
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
電
話
で
の
や
り
取
り
を
重

ね
る
中
で
、
そ
の
男
性
は
四
十
五
年
前

の
鮮
明
な
思
い
出
と
、
Ｙ
Ｈ
Ｃ
か
ら
始

ま
っ
た
ご
自
身
の
信
仰
へ
の
思
い
を
語

ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
青
年
期
の
体
験
や
、
そ
の
時
期
に
得

た
友
人
か
ら
の
影
響
は
、
そ
の
後
の
人

格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
男
性
と
の
や

り
取
り
を
通
し
て
、
私
は
こ
の
こ
と
を

改
め
て
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
教
祖
百
三
十
年
祭
に
お
い
て

真
柱
様
は
「
道
の
将
来
を
担
う
人
材
を

育
て
る
、
ま
た
、
増
や
す
活
動
に
腰
を

据
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
人

材
育
成
の
旬
に
、
婦
人
会
で
は
各
地
域

に
お
い
て
女
子
青
年
大
会
を
開
催
さ
れ

ま
す
し
、
青
年
会
で
は
創
立
百
周
年
に

向
け
た
活
動
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
学
生
担
当
者
は
、

活
動
方
針
に
「
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く

へ
と
丹
精
し
よ
う
」
と
掲
げ
、
学
生
が

婦
人
会
員
・
青
年
会
員
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、｢

あ
ら
き
と
う
り
よ
う
・
み
ち

の
だ
い
」
へ
と
し
て
育
つ
べ
く
、
声
を

掛
け
心
を
配
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
中
に
お
い
て
も
、
各
教
区
で
開

催
さ
れ
る
「
ま
な
び
ば
」
は
、
テ
ー
マ

に
基
づ
い
た
「
お
は
な
し
」
が
高
校
生

の
心
に
修
ま
る
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　｢

ま
な
び
ば
」
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

教
え
の
素
晴
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
る
と

と
も
に
、
同
じ
地
域
の
同
世
代
の
仲
間

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ひ
い
て
は
、

こ
の
お
道
を
通
る
こ
と
に
対
す
る
信
念

と
自
覚
を
確
立
す
る
、
そ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
十
年
後
、
二

十
年
後
の
教
会
を
支
え
る
人
材
を
育
て

る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
高
校
生
へ
お
声
掛

け
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
直
接
「
ま
な
び
ば
」
に
携
わ
っ
て

お
ら
れ
る
方
へ
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
尽

力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
直
接
携

わ
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
々
や
、
直
属

の
学
生
担
当
委
員
会
の
先
生
方
に
も
、

「
ま
な
び
ば
」
へ
の
ご
理
解
と
お
力

添
え
の
程
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、

・
防
府
　
　
5
月
23
日
　
　
大
教
会
　
　
　
130
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
降
委
員
出
向

・
岡
山
　
　
5
月
23
日
　
　
大
教
会
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
鐸
姫
　
　
5
月
23
日
　
　
分
教
会
　
　
　
58
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
委
員
出
向

・
北
陸
　
　
5
月
24
日
　
　
大
教
会
　
　
　
115
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

《
立
教
179
年
5
月
25
日
付
》

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
小
西
祥
治
（
東
京
教
区
）

・
鈴
木
陽
一
（
愛
知
教
区
）

・
本
多
正
悟
（
鳥
取
教
区
）

・
足
立
親
信
（
島
根
教
区
）

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
澤
野
直
之
（
船
場
・
西
九
條
）

・
髙
橋
道
興
（
中
和
・
新
澤
）

・
文
野
和
人
（
筑
紫
・
筑
竹
）

・
森
田
　
一
（
日
光
・
駒
場
）

・
奥
野
道
治
（
大
鳥
・
宰
相
山
）

・
神
岡
政
生
（
本
芝
・
本
義
髙
）

・
加
藤
天
平
（
北
洋
・
大
毎
）

・
髙
橋
公
嗣
（
秋
津
・
當
津
）

・
稲
森
喜
豊
（
名
張
・
山
田
郷
）

・
新
田
幸
生
（
伊
賀
生
琉
里
・
北
生
琉
里
）

《
立
教
179
年
5
月
16
日
～
6
月
15
日
》

5
月
16
日
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
19
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
　
　
　
学
生
連
絡
会

　
　
20
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品

　
　
23
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
梱
包

　
　
24
日
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会

　
　
25
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
広
報
室
会
議

　
　
　
　
　
直
属
担
当
者
懇
談
会

　
　
　
　
　
例
会

　
　
　
　
　
教
区
・
直
属
委
員
長
懇
親
会

　
　
　
　
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
勉
強
会

　
　
　
　
　
要
員
育
成
室
会
議

　
　
26
日
　
学
修
高
校
の
部
準
備
会
議

　
　
　
　 

〈
屋
外
〉
ま
な
び
ば
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
直
前
研
修
会

　
　
27
日 

〈
屋
外
〉
ま
な
び
ば
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
28
日
）

6
月
1
日
　
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
10
日
　
学
生
部
部
会

　
　
　
　
　
熊
本
地
震 

救
援
ひ
の
き
し
ん
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　(

要
員
育
成
室 

つ
く
し
会)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
12
日
）

　
　
13
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
15
日
　
担
当
者
活
動
部
部
会
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２

直
属
担
当
者
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
開
催
報
告

  

去
る
五
月
二
十
五
日
、
第
三
十
八
母
屋
に
お
い
て
直

属
担
当
者
懇
談
会
を
開
催
し
、
百
十
四
直
属
、
百
六
十

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
吉
川
委
員
長
は
「
『
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
』
を
経
て
得
た
も
の
、
見
え

て
き
た
課
題
、
そ
の
両
方
の
現
実
を
直
視
し
て
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
た
め
に
、

今
日
は
直
属
学
生
担
当
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
学

生
層
の
丹
精
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
そ
の
後
、
南
紀
大
教
会
長
の

下
村
庄
太
郎
先
生
よ
り
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
下
村
先
生
は
、｢

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部
」
の

動
員
に
つ
い
て
「
学
修
高
校
の
部
を
受
講
し
て
も
ら
う

に
は
、
生
徒
に
一
週
間
か
ら
十
日
を
空
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
。
ク
ラ
ブ
や
、
経
済
的
な
理
由
で
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
学
生
も
多
い
が
、
バ
イ
ト
は
ほ
と
ん
ど
は
学

費
や
生
活
費
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
の
小
遣
い
の
た

め
だ
か
ら
、『
小
遣
い
の
た
め
の
バ
イ
ト
を
一
週
間
断

念
し
て
ま
で
も
、
参
加
す
る
値
打
ち
が
あ
る
』
と
生
徒

に
思
わ
し
め
れ
ば
、
学
修
に
行
っ
て
く
れ
る
」
と
述
べ

ら
れ
た
上
で
、
学
生
層
育
成
者
と
し
て
の
心
構
え
を
、

「
い
ん
ね
ん
あ
っ
て
こ
の
道
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
学
生

な
ん
だ
か
ら
、
生
涯
か
け
て
お
道
に
繋
が
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
丹
精
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
お
話

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

特
に
教
会
長
子
弟
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
「
皆
さ
ん

方
は
、
所
属
や
上
級
の
会
長
さ
ん
に
遠
慮
し
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
こ
を
打
開
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
参
加
者

に
檄
を
飛
ば
し
、｢

な
ぜ
教
会
長
子
弟
が
素
直
に
道
を

通
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
教
会
の
日
々
の
姿
に
根
本
が

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
修
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
な

立
場
の
学
生
が
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
、
不
足
、
不
安
の

気
持
ち
を
正
直
に
吐
露
で
き
る
。
『
自
分
だ
け
で
は
な

か
っ
た
』
と
思
え
る
。
『
初
め
て
悩
み
を
話
せ
た
』
と

感
激
し
て
帰
っ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
お
ぢ
ば
だ
か
ら
こ

そ
、
同
じ
班
に
な
っ
た
学
生
に
前
向
き
に
支
え
て
も
ら

え
る
。
親
の
日
々
の
姿
に
不
足
し
て
道
か
ら
外
れ
よ
う

と
し
て
い
る
教
会
長
子
弟
を
、
元
の
正
し
い
姿
に
戻
す

に
は
、
や
は
り
元
の
ぢ
ば
に
帰
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、

お
ぢ
ば
の
理
を
戴
く
こ
と
の
大
切
さ
を
具
体
例
を
挙
げ

な
が
ら
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

講
話
の
後
、
行
わ
れ
た
ね
り
あ
い
で
は
、
「
教
祖
百

三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
の
動
員
の
ふ

り
か
え
り
や
下
村
先
生
の
講
話
の
ふ
り
か
え
り
、
今
後

の
学
生
層
の
丹
精
に
つ
い
て
思
う
こ
と
な
ど
、
密
度
の

濃
い
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

、
、
、
、

、
、
、

、
、

、
、
、

学生担当者報
立教１７９年６月２５日

３

☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者 電話番号

7月9日10時～10日14時 教務支庁 権谷岩手

7月16日14時～17日15時30分 教務支庁東京 牧野

「まなびば」開催会場一覧　《７月開催分》

　
五
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
、
親
里
競

技
場
と
お
や
さ
と
周
辺
を
会
場
に
「
立
教
百
七
十
九
年

〈
屋
外
〉
ま
な
び
ば
研
修
会
」
を
開
催
（
宿
舎
第
十
二

母
屋)

。
十
九
教
区
と
、
海
外
部
、
韓
国
か
ら
の
受
講

者
も
合
わ
せ
、
計
五
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
は
、
自
然
と
接
す
る
中
で

「
親
神
様
の
ご
守
護
」
を
肌
身
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
屋
外
と
い
う
「
開
放
感
」
か
ら
心
に
ゆ

と
り
が
生
ま
れ
、
メ
ン
バ
ー
間
と
の
「
繋
が
り
」
が
よ

り
早
く
深
ま
る
と
い
う
点
で
す
。｢

親
神
様
の
ご
守
護

～
か
し
も
の
・
か
り
も
の
～
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
今

回
は
、
自
身
の
身
体
は
実
は
親
神
様
か
ら
お
借
り
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
日
頃
絶
え
間
な
く
ご
守

護
を
頂
い
て
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
に
特
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ずA

c
t
.
(

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
①｢

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｂ

Ｉ
」
で
は
、
自
然
体
験
を
取
り
入
れ
な
が
ら
グ
ル
ー
プ

間
の
距
離
を
縮
め
る
と
と
も
に
、
協
調
性
を
高
め
、
自

然
と
メ
ン
バ
ー
同
士
の
繋
が
り
を
作
り
ま
す
。A

c
t
.

②

「
忍
術
学
園
卒
業
検
定
試
験
」
で
は
、
日
没
後
、
昼
間

と
は
違
う
雰
囲
気
の
中
で
、
グ
ル
ー
プ
間
の
繋
が
り
を

更
に
深
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
イ
ン
で
あ
るA

c
t
.

③
「
カ
ラ
ダ
ダ
カ
ラ
」
で
は
、
ま
ず
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

身
体
の
不
思
議
に
触
れ
、
メ
イ
ン
で
あ
る
「
お
は
な
し
」

で
、
親
神
様
の
絶
え
間
な
い
ご
守
護
の
あ
り
が
た
さ
、

か
し
も
の
・
か
り
も
の
の
ご
守
護
に
気
づ
い
て
も
ら
い

ま
す
。
ふ
り
か
え
り
の
時
間
で
、
親
神
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
に
は
、
か
り
も
の
の
身
体
を
ど
う
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
ら
良
い
か
話
し
合
い
ま
す
。A

c
t
.

④
「
私

の
ま
な
び
ば
ニ
ュ
ー
ス
」
で
は
、
期
間
中
に
感
じ
た
こ

と
や
、
学
ん
だ
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
に
し
て
ふ
り
か
え
り

を
行
い
ま
す
。
ま
た
各A

c
t
.

の
実
習
後
に
は
、
進
め
方

説
明
及
び
質
疑
応
答
も
行
い
ま
し
た
。

　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
屋
外
で
活
動
す
る
機
会
の
少

な
い
現
代
の
高
校
生
た
ち
が
、
日
常
生
活
と
は
離
れ
た

自
然
環
境
で
の
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
を
育
む
と

共
に
、
身
の
周
り
に
頂
く
親
神
様
の
ご
守
護
を
身
を
も

っ
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
信
仰
や
友
情
を

深
め
る
上
で
も
大
変
有
効
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
学
生
担
当
委
員
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
事
前
研
修
会
に
も
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
教
区
の
方
々
に
は
是
非
と
も
屋

外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
教
百
七
十
九
年

　
　
　
　
〈
屋
外
〉
ま
な
び
ば
研
修
会 

開
催
報
告

親
神
様
の
ご
守
護 

～
か
し
も
の
・
か
り
も
の
～

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
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大学生の集い「Work＆Talk」ブロック別　開催一覧

※詳細につきましては、各教区学生担当委員会までお問い合わせください。

北海道ブロック

東北ブロック

関東ブロック

北陸ブロック

東海ブロック

中国ブロック

四国ブロック

九州ブロック

未定

8月29日13時～30日13時

10月15日11時～16日16時

8月27日13時～28日13時

8月28日13時～29日15時

8月27日13時～28日15時

9月3日11時30分～4日15時

8月29日13時～30日15時

未定

国立岩手山青少年交流の家

東京教務支庁

新潟教務支庁

岐美大教会（岐阜県）

笠岡大教会（岡山県）

南阿大教会（徳島県）

福岡教務支庁

日程ブロック 会場

 

青
　
空

　
学
生
担
当
委
員
会
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

最
も
あ
り
が
た
か
っ
た
出
来
事
は
、
立
教
百
七
十

四
年
十
二
月
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の｢Work & Talk｣

を
栃
木
教
区
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
の
こ

と
で
す
。

　
開
催
教
区
と
し
て
、
本
番
に
向
け
て
学
担
の
方
々

や
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
様
々
な
準
備
を
進
め
、

そ
し
て
本
開
催
も
無
事
に
終
了
し
た
時
に
、
気
が

付
け
ば
そ
れ
ま
で
数
年
間
悩
み
苦
し
ん
で
い
た
肩

の
痛
み(

医
師
の
診
察
や
治
療
を
受
け
て
い
ま
せ
ん

で
し
た)

が
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
、
自
分

自
身
で
も
本
開
催
の
期
間
中
は
痛
み
が
あ
っ
た
こ

と
も
、
痛
み
が
治
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
て
、

数
日
後
、
人
か
ら
肩
の
こ
と
を
聞
か
れ
て
初
め
て

治
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
次
第
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
、
痛
み
の
再
発
も
無
く
、

全
く
完
治
し
た
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
学
担
の
活

動
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
身
上
に
お
見
せ
い
た

た
だ
い
た
、
誠
に
あ
り
が
た
い
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

栃
木
教
区
学
生
担
当
委
員
会
　
前
委
員
長
　
那
花
安
司

　「立教179年 学生生徒修養会 高校の部」において、系統を問わず受講生の送迎を行う予定

の教区・直属をお知らせいたします。各教区・直属の送迎担当者の連絡先を掲載しています

ので、動員の上にご活用ください。

　詳細につきましては各担当者と直接打ち合わせていただきますようお願いいたします。

学生生徒修養会 高校の部 送迎実施一覧

C h e c k  i t  o u t ！
　７月１０日以降、「学生生徒修養会 高校の部」の詳細、必要事項をTSA websiteにアップ

します。是非ご活用ください。                             http:// tsa.tenrikyo.or.jp

都道府県  教区・直属 送迎担当者 連絡先
青森 青森教区
埼玉 秩父大教会
東京 深川大教会
新潟 新潟大教会
新潟 北洋大教会
石川 鹿島大教会
石川 石川教区
福井 福井教区
山梨 甲府大教会
長野 長野教区
岐阜 岐美大教会
滋賀 中野大教会
兵庫 兵神大教会
鳥取 鳥取教区
広島 広島教区
山口 山陽大教会
大分 中津大教会
宮崎 宮崎教区

市村
中畝
木村
村上
加藤
清水
高渕
味美
中嶋
岡澤
安江
丹羽
末村
本多
金弘
伊藤
香山
中川
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教祖130年祭 こどもおぢばがえり 学生ひのきしん隊

≪　募　集　要　項　≫

【目　　的】    ぢばへの伏せこみ

【内　　容】    わかぎおぢばひのきしんカウンセラー、廻廊ひのきしん受け入れなど

【対　　象】    高校生・大学生・短期大学生・大学院生・専門学校生

【期　　間】    前　　期　  7月25日（月）～7月31日（日）

　　　　　　　　後　　期　　7月30日（土）～8月6日（土）

　　　　　　　　特別期間  　7月29日（金）～8月1日（月）

　　　　　　　　　※ 前期・後期に参加できない方は特別期間を設けておりますので、

　　　　　　　　　　 そちらにご参加ください。

【受付時間】    前期・後期・特別期間とも13時（予定）

【解散時間】　　前期　午前11時、後期　13時、特別期間　17時（いずれも予定）

【募集定員】    前期　70名、後期　70名、特別期間　50名

【参 加 費】    前期・後期・特別期間　1,000円、全期間　2,000円

　　　　　　　　　※ いずれも当日お持ちください。

【宿　　舎】    旧大森町詰所

【主　　催】    天理教学生会

【後　　援】    天理教学生担当委員会

≪　申　し　込　み　・　問　い　合　わ　せ　先　≫

天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟3階  天理教学生会

（郵　便）　〒 632-8790　日本郵便天理支店私書箱1号　 天理教学生会

（電　話）　0743-63-1511（内線5820）

　　　　　　 ※ 17時30分以降は0743-63-2489（学生担当委員会）

（ＦＡＸ）　0743-62-5780

○ 詳しくは、天理教学生会 website に掲載しておりますので、そちらを御覧ください。

　 website URL: http://tsa.tenrikyo.or.jp

　陽光やわらかくふりそそぎ、こどもおぢばがえりの季節が近づいてきました。

　さて、本年は７月２５日から８月６日まで、こどもおぢばがえり学生ひのきしん隊を結

成します。学生ひのきしん隊では、全国各地からおぢばへ帰ってくる子どもたちの受け入

れひのきしんをさせていただきます。子どもたちに少しでも喜んでもらえるようにつとめ

させていただきますので、一人でも多くの学生に呼びかけをしていただきますよう、よろ

しくお願いいたします。

６
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お
知
ら
せ

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

・
期
日
　
立
教
179
年
7
月
25
日

・
時
間
　
15
時
半
受
付
　
16
時
開
始

・
場
所
　
東
右
第
4
棟
4
階
講
堂

【
教
区
】
　

・
石
川
　 

7
月
2
日
13
時
～
　
　
　 

教
務
支
庁

・
高
知
　 

7
月
2
日
10
時
～
　
　
　 

教
務
支
庁

・
東
京
　 

7
月
3
日
16
時
～
　
　
　 

教
務
支
庁

・
山
口
　 

7
月
10
日
11
時
30
分
～ 

周
海
分
教
会

【
直
属
】

・
岐
美
　 

7
月
22
日
12
時
15
分
～
　
　 

大
教
会

　　
去
る
5
月
25
日
、
第
38
母
屋
に
於
い
て
「
五
月

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
43
教
区
、
140
直
属
。

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
広
島
　
　
5
月
1
日
　
　
教
務
支
庁
　
95
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
日
本
橋
　
5
月
2
日
　
　
大
教
会
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
岡
副
委
員
長
出
向

・
錦
江
　
　
5
月
6
日
　
　
大
教
会
　
　
120
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
出
向

・
高
松
　
　
5
月
6
日
　
　
大
教
会
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
委
員
出
向

・
周
東
　
　
5
月
21
日
　
　
大
教
会
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
谷
委
員
出
向

・
中
紀
　
　
5
月
22
日
　
　
大
教
会
　
　
300
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
谷
委
員
出
向

・
東
濃
　
　
5
月
22
日
　
　
大
教
会
　
　
120
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
岡
副
委
員
長
出
向

・
西
海
　
　
5
月
22
日
　
　
大
教
会
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
小
南
部
　
5
月
22
日
　
　
大
教
会
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
委
員
出
向

報
　
告

五
月
例
会

各
地
の
動
き

七
月
例
会


